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   The following clinical observations have been made on the use of parasympathomimetic 
agent, Besacolin (Bethanechol Chloride). 
   1) Besacolin in a dose of 2.5 mg was injected to 19 patients with acute postoperative 
urinary retention and micturition was obtained in 43.4 per cent. 
   2) Oral administration of Besacolin powder three to four times daily in a dose of 10 
mg each to 11 patients with bladder dysfunction, such as hypotonic bladder and atonic 
bladder resulted in disappearance or decrease in residual urine  in 7 cases, unknown course 
in 3 cases, and discontinuation of administration of the drug in 1 case because of its side 
effect. 
   3) It has been found by means of cystometry that intravesical pressure has risen and 
it has approximated to normal range in the patients with hypotonic and atonic bladder 
after administration of Besacolin. 
   4) Side effects encountered were uncomfortable feeling in the chest in 2 cases by 




である.本 剤はコ リンエステルに属 し,特 に胃
腸,膀 胱の運動 を高め るので,米 国ではUre-
cholineの名称で市販 され広 く応用 され て い
る・泌尿器科領域 においてはStarrandFer.
guson(1940),】Lee(1940)等に より術後急 性
尿閉,慢 性膀胱機能障碍等に応用 され て著 明な
効果があつた との報告があ る.本 邦 にお いては
落合等(1953),土屋等(1953),辻等(1955)
の少数例 におけ る経験例 を見 るにすぎない.そ
の当時には本剤は国内に正式の輸入品 もな く,
又 国産品 も合成 され てい ない状態 であつた.著
者等はDr.Gerhardtの斡旋に よりUrecholille
をMerck社 より1955年12月に直接購入す るこ
とがで きた.し かし少量かつ高価 で あ つ た の
で,本 剤及 び副交感神経遮断 剤投与に よる尿路
機能状態 のX線 的観察の研究 的応用 に 止 ま り
(1956,1957),膀胱機能障碍者への臨床 的応
用 を試み るに至 らなかつた.し か るに今 回工一
ザ イ株 式会社がUreccholilleと同 一 組 成 の
316 後藤 ・他一副交感神経充進剤ベサコリンの泌尿器科的応用
Besacolinを合成 し,著 者等は本剤の提供 を受
けて,術 後急性尿閉,慢 性膀胱機能障碍 に応用




の如 き構 造 を有 す る.
〔CH3-CH-CH2N+(CH31'0-CO-NH2)s〕・r
本 剤 の薬 理 作 用はMolitor等に よ り次 の如 く 総 括




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































o 「 型 }
L ♪
.
ヰ " 鳳 o ω け 『
318 後藤 ・他一副交感神経尤進剤ベサコリソの泌尿器科的応用
の副 作用 を 認 め,そ の内1例 に はAtropinを 使 用
した.・
各種 の原 因 に よ る慢性 膀 胱 機 能障 碍 に,B散 を 使 用
した成 績 はTable2に 見 る如 くで あ る,即 ち11例に
B散1日 量30～40mgを 連 続投 与 して,7例 に残 尿
の減 退 乃至 消 失,膀 胱 内 圧 の上 昇等 の症 状 改善 を見,
1例 は 悪心 を 来 た して 投与 を 中 止 した,他 の3例 はB
散 投与 後 の経過 が 不 明 に終 つ た.代 表 的 な5症 例 に つ
い て記述 す る.
Case5.S.T.,68,6,Hypotonicbladder.
現 病歴 及 び治 療 経過=従 来 よ り排 尿 困 難 が あ つ た
が,1960年7月1日 に尿 閉 を 来 た し,以 後 医 師 の 導尿
を うけ てい る.7月16日 よ りB散1回10mg宛1日
3回5日 間 の投 与 に よ り,排 尿 を み る よ う に な つ た













































が・MDV(最大尿意)は 測定開後約2時 間 に至 る
も訴 え な かつ た が,そ の時 の 内 圧 は350mmH20に
上 昇 し て いた.膀 胱 容 量 は400ccで あ っ た.B散 投







mg宛1日3回,9月10日 よ り1日4回,連 続19日間
の投 与 に よ り排 尿 を み る よ うに な つ た が,な お 残 尿
200ccを認 め て い る,






































現病 歴 及 び 治療 経 過=1960年7月に 子 宮癌 摘 出後,
尿 閉 とな り導尿 を 続 け一 va軽快 した が,9月27日 よ り
又増 悪 して尿 閉 となつ た,術 後 は尿 意 な く軽 快 して い
る時期 で も時間 を 決 め て排尿 に 努 め て い る状 態 で あつ
た.10月4日 よ りB散1回10mg宛1日3回,11日
よ り1日4回,連 続15日間 の投与 に よ り排 尿 を み る よ
うに な り,残 尿 は50ccに 減 少 した.
膀 胱 内 圧測 定 処見(Fig.4a,b):B散投与 前 は 緊
張 低 下 膀 胱 を 示 し,測 定 開 始 後1時 間25分に は45mm
H20で あ り,そ の時 にB注2.5mgの 皮 下 注 に よ り
尿 意 と ともに 内圧 は100mmH20に 上 昇 した.B散
投 与 後 は投 与前 に 比 し内圧 の上 昇 を 認 め,測 定 開始 後
1時 間45分に は80mmH20に 達 した.然 し測 定 中 に
尿 意 は なかつ た.
Case11.M.K.,41,6,Neurogenicbladder.
現病 歴 及 び治 療 経過;1960年4月7日 に頭 痛,4月
9日 夕刻 よ り発 熱 を来 た し,4月17日 よ り尿 意 あ る も
排 尿不 能 となつ た.腸 チ フス と診 断 され て入 院 加 療 を
うけ る ように なつ た.導 尿 を受 け て いた が,5月30日
よ りB散1回10mg宛1日3回10日 間 の 投 与 に よ
り,6月3日 よ り排便 と と もに 少 量 の排 尿 をみ る よ う
に な り,6日 よ り排便 と無関 係 に排 尿 が で き る よ うに





排尿 を認めた.各 種の原因による緊 張 低 下 膀
胱,無緊張膀胱等の機能障碍11例に,Besacolin
散 を1回10mg宛1日3～4回 投与 して,経
過 不明の3例 及 び副作用による治療 中止 の1例
を除 いた7例 に,残 尿 の消失,減 少をみた.即
ち投与前150～1000cc,平均553ccの 残尿 が
投与後0～200cc,平均66ccと な り,50cc以
下は5例,そ の内1例 は0と なつている.又,
5例 には膀胱内圧測定 を実施 してtBesacolin散
投 与による効果 を検討 した.膀 胱 内圧測定は著
者 等 が既に発表 したRecordingCystometer




べ て内圧 の上昇 を示 し,正 常膀胱 に近い内圧曲
線 を示 したもの(Case5)もあつた.又,投 与・
前 に尿意 の全 くなかつた ものが尿意 を訴え るよ
うになつた例(Case8,9)もある.投 与前の
膀胱 内圧 測定 中にBesacolin注を使 用 した 例
(Case8,9,10)では,す べ てBesacolinにょ
く反応 して著明 な内圧の上昇 をみた,
副作用 は術後急性尿 閉19例 にBesacolin注
を使用 して2例 に胸部不快 感を訴え,そ の内1
例 にはAtropinを使用 した.膀 胱機能障碍11
例にBesacoli11散を投与 して,1例 に悪心を
訴 えて治療 を中止 した.
文献的 には,StarralldFergusonは術後急
性尿 閉にBethanecho1(Besaoolin)を用いて,
しば しば排尿 をみた と述べ,Winterは実験的
に犬 の膀胱内圧測定結果 よ り,Bethanecho1の
膀胱容量 の低下,刺 戟性の増大 を示 している.
Leeは膀胱 内圧測定 によ り,Bethanecholは
正常膀胱,緊 張低下膀胱 の膀胱 容量 の低下 と内
圧 の上昇 を示 し,術 後急性尿 閉10例にBetha-
necho110～20mgの経 口投与或 は5mgの 皮
下注 により,す べて排尿 を得 てお り,緊 張低下
膀胱機能障碍28例に10～20mgを 毎6～8時
間 の経 口投与に より,投 与前 の残尿平均350cc
が投与後平均30ccに 減少 し,内11例は残尿が
0とな り,7例 は残尿25cc以 下 になつたと述
べてい る.落 合等,土 屋等 は術後急性尿 閉には
自然排尿 の時期 を早 ある効果が ある と述べ,辻
等は2例 の急性脊髄炎 に使用 して同様の効果の
あつた事 を報告 してい る.著 者等 の 臨 床 知 見
は,こ れ ら文献報告 と同様 の結果 を 得 て い る
が,Leeの 報告に比 しやや効果が劣 る如 く見え
るも,こ れ は著者等 のBesacolin使用量がや
や少量 であ ることにも とつ くと考え られ る.
結 語
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2)緊 張低下膀胱,無 緊 張膀胱等 の機能障碍
11例に,Besacolin・散 を1回10mg宛1目3
～4回投与により,7例 に残尿 の消失,減 少 を
見た.3例 は投与後の経過不 明,他 の1例 は副
作用により治療 を中止 したもの であ る.
3)膀 胱内圧測定に より,Besacoli11散投与
前の緊張低下膀胱,無 緊張膀胱 は,投 与後すべ
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